⑩上手な断り方(中学校)
ワークシート
(　　)年(　　)組(　　　)号　名前(　　　　　　　　　　　　)
上手な断り方の練習をしましょう
	練習②
	場面(状況)
	断り方のポイント

	
	昼休み，放課後に背面掲示のプリント貼り(量が多い)を手伝ってと頼まれた。

(今週は，部活の道具だし当番で早く行かなくてはいけない。)
	謝る(相手の意に，そえないことについてあやまる)
｢ごめん。｣
断る理由を言う
｢今週は，部活の道具だし当番で早く行かなくちゃいけないんだ。｣
断りの言葉を言う
｢悪いけど手伝えないよ。｣
代案を提案する
｢来週なら，手伝えるから，また，声をかけてね｣。


	練習②
	場面①
	場面②
	場面③
	場面④

	
	昼休み，一緒に遊ぼうと誘われた。
(調べ物がある，他の人と約束　など)

	放課後，一緒に帰ろうと誘われた。
(係の仕事で，
家の用事　など)

	休み時間，ノート運びを手伝ってと頼まれた。
(先生に呼ばれている　自分の係の仕事が

ある　など)
	先生から重い荷物を運ぶのを手伝ってと言われた。

(手をけがしていて

力が入らない　など)



場面を選んで，断り方の練習をしましょう
※　具体的な言葉は上を参考にして自分で考えよう！
※ うまくいくときばかりではありません。
※ 相手の機嫌を損ねてしまったときのことも考えておくといいですね。

もし相手の機嫌を損ねてしまったたら……　　

上手な断り方ができていたかなとふり返ることも大切です。

１．もう一度代案を出してみる。　
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２．一緒に，ほかの人にお願いしてみる。
３．時間をおいて，あとから｢ごめんね。｣と言う。
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⑩上手な断り方(中学校)
ふり返りシート

(　　)年(　　)組(　　　)号　名前(　　　　　　　　　　　　)
１練習をふり返りましょう　　　　　　　　　　　　　　　できていたら…○
	ポ　イ　ン　ト
	練習①
	練習②
	気を付けるポイント
	練習③

	謝る
	
	
	
	

	断る理由を言う
	
	
	
	

	断りの言葉を言う
	
	
	
	

	代案を提案する
	
	
	
	

	
	
	
	
	


[image: image5.png]


[image: image6.png]



２今日の学習をふり返りましょう
(１)学習に進んで参加することはできましたか？

できた　　　　　だいたいできた　　　　　 あまりできなかった　　　　　 できなかった

(２)上手な断り方のポイントは分かりましたか？

わかった　　　　だいたいわかった　　　　　あまりわからなかった　　　　わからなかった

　　　
(３)ポイントに気を付けて練習をすることができましたか？

できた　　　　　だいたいできた　　　　　　あまりできなかった　　　　　できなかった

(４)今日の学習の感想を書きましょう。

	

	

	


⑩上手な断り方(中学校)
チャレンジシート

(　　)年(　　)組(　　　)号　名前(　　　　　　　　　　　　)
友達の誘いや頼みごとを断るとき，４つのポイントをうまく活用することができたかどうかチェックしてみましょう。
	月　日

(曜)
	上手な断り方の

練習場面
	断り方はどうでしたか？

よくできた　　　◎

だいたいできた　○
	練習後の感想
	先生

から

	
	
	謝る
	断る理由を言う
	断りの言葉を言う
	代案を提案する
	
	

	【例】

○月△日

(水)
	体育で，ペア練習を
一緒にしようと誘われた。

(すでに他の人と

約束していた　等)
	○
	◎
	◎
	○
	【例】

上手に代案を出せなかった。
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	昼休み，一緒に遊ぼうと誘われた。
(調べ物がある，
他の人と約束　等)
	
	
	
	
	
	

	
	放課後，一緒に帰ろうと誘われた。
(係の仕事で，
家の用事　等)
	
	
	
	
	
	

	
	休み時間，ノート運びを手伝ってと頼まれた。
(先生に呼ばれている　自分の係の仕事がある　等)
	
	
	
	
	
	

	
	体育で，ペア練習を
一緒にしようと誘われた。

(すでに他の人と

約束していた　等)
	
	
	
	
	
	


[image: image7.png]



チャレンジシートは帰りの会で提出をしましょう。

チャレンジシートが全部記入できたら，
あなたも上手な断り方の達人！

⑩上手な断り方(中学校)
チャレンジシート(裏)
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上手な断り方　　４つのポイント
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☆　チャレンジ週間で練習する場面
	場面A
	場面B
	場面C
	場面D

	昼休み，一緒に遊ぼうと誘われた。(調べ物がある，他の人と約束　等)

	放課後，一緒に帰ろうと誘われた。(係の仕事で，家の用事　等)

	休み時間，ノート運びを手伝ってと頼まれた。(先生に呼ばれている　，自分の係の仕事がある　等)

	体育で，ペア練習を一緒にしようと誘われた。(他の人と約束していた　等)



※　具体的な言葉は上の４つのポイントを参考に考えてみよう[image: image2.emf] 

○ 














☆練習③の前に、特に気を付けるポイントに○印をつけましょう。








４つ目に自分で考えたポイントを新しく作ってもいいですよ。
































ポイントは他にも…





申し訳なさそうに　　　　聞こえる声で


（表情やジェスチャーなど）


相手を見て　　　など非言語の部分も大切です。











ポイント３


断る理由を言う





ポイント１





誤る





ポイント４





代案を提案する





ポイント２





断りの言葉を言う














